


工 
業化が近代化の特徴であることを思い起こす

ならば，近代日本と歩みをともにしてきた東

京大学のなかでも，工学部はある特別な地位

にあることに気づく．『東京大学百年史部局

史III』で語られる工学部史によれば，その源流となった開成

学校・工部大学校もふくめ，東大工学部は先進技術を移植

し，維持向上させるとともに高級技術者を養成することで，

近代日本の具体的な課題に対し科学技術をもって答えてき

た．そこで行われた東大工学部と官界・産業界との人的技術

的交流は，「東大工学部の系譜につながる層の厚い人脈」

（同p.21）を形成したという．つまり東大工学部という集団

は，近代史の重要な一面を担ってきた ． 

 それゆえに東大工学部に保管されていた遺物は，新たな価

値を持つことになった．図書・図面・文書・機材などからな

るそれらの遺物は，確かに同時代的な技術問題に答えるとい

う役割をすでに終えたものの，近代の東京大学と日本を読み

解く史料としての価値が見いだされたからである．そのため

工学史料と呼ばれるそれらの物品は，東京大学内でも近年関

心を集め，収集整理が進められている．工学・情報理工学図

書館では2011年以来，東京大学百五十年史編纂を視野に入れ

つつ工学史料の整理収集が進められており，2019年には「工

学史料キュレーションデータベース」が公開された．一方

で，同じく東大の工学史料を保有する総合研究博物館では，

2017年に「工学主義」展を開催し，工学者を通すことで日本

の近代化を読み解くことを試みた． 

 第五回目となる企画研究「学術資産としての東京大学」研

究会では，工学史料キュレーション事業を進めてきた市村櫻

子氏（前 工学系・情報理工学系等情報図書課長）と，「工

学主義」展を企画担当した寺田鮎美氏（総合研究博物館イン

ターメディアテク寄附研究部門特任准教授）をお招きし，東

京大学の工学史料に対する取り組みと史料状況について報告

していただく．その報告を受け，ヒューマニティーズセン

ターフェローである尾上陽介（史料編纂所教授）と鈴木淳

（人文社会系研究科教授）が，工学史料をキュレーションす

ることの意義について日本史学の観点からコメントする． 


